
 

 

 

 
 
 
 

 

主権者は私たち。参議院選挙で政治を変えよう。 

｢消費税大増税」は延期でなく中止を！ 

もう増税に耐えられない（怒）!! 
「給料は上がらず結婚もできない」「年金がどんどん減らされ、3

度の食事も節約している」－安倍政権の暴走の下で、多くの人が

節約生活を強いられています。4月の熊本地震では、約3万の住

宅被害、15,000 人超が避難所で不安と闘っています。政府与

党は、阪神淡路、東日本大震災に続き、3度も被災者に消費税

増税を押し付けるというのでしょうか。 

今、「パナマ文書」「租税回避」が話題になっています。日本

国憲法は「能力に応じて税金を払う」と決めているのに、富裕

層・巨大企業が、税金を適正に納めないことで、国の税収が

減ります。それを政府は「財政危機」と言って、そのツケを庶民

に増税という形で負わせているのではないでしょうか。社会保障

の削減と増税で、貧困と格差がますます拡大しています。 

 

戦争行くより選挙に行こう! 
増税中止は投票で！ 

「政治を変える」とは、税金の集め方・使い方を変えることです。決めるのは、私たち主権者です。 

私たちは、力を合わせて何度も増税をやめさせてきました。昨年来、これまでの枠を超えて「戦争法反対」「憲法

守れ」「立憲主義を取り戻せ」と共同で進めて声を上げてきました。 

「政治は変えられる」。「明日を決めるのは私たち」と多くの人が立ち上がっています。 

7 月の参院選は、憲法改悪を押しとどめる重要な選挙。そして税金の集め方・使い方を改めるチャンスです。 

庶民イジメの象徴である消費税大増税の息の根を止めましょう。賃金を上げ、国民のふところを温める政治に転

換しましょう。税金の集め方・使い方を変えて、希望ある未来をご一緒に開いていきましょう。 

｢租税回避って 

なあに？｣    

ありえん君の経済解説 

大企業や富裕層が、税率ゼロやスゴく

低い国(パナマなど)に資産を移し、税逃

れをしているんだヨ。それをタックスヘイブン 

といって、実態を告発したのが 

「パナマ文書」問題だヨ。 

 


